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議員定数特集号

議員定数特集号
平成27年 3月 16日発行

　 １ 月 21 日 に 開 催 さ れ た 臨 時 会 に
お い て、 議 員 発 議 に よ り 議 員 定 数
改 定 の 条 例 改 正 案 が 提 出 さ れ、
賛成 17 名、反対 3 名で可決されました。

アンケート結果２　

６　

４　 議員定数を考える会

特別委員会の活動内容

５　 特別委員長報告・討論

定 数 ４ 減  の 18 名 へ！

市議会だより
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※複数回答や未回答があるため、合計が合わないことがあります。

ご協力ありがとうございました。

今のままで

よい

76人 19%

多いと思う

241人 61%

少ないと思う

2人 1%
わからない

73人 19%

現在の議員定数は22人です。議員数に

ついてどう思いますか。

どの記事も

読む

60人 15%

関心のあるもの

だけ読む

240人 61%

ほとんど

読まない

61人 15%

全く読まない

34人 9%

「市議会だより」を読んでいますか。

25%
1人

10%
1人

20%
2人

25%
6人

11%
2人

14%
4人

35%
12人

11%
4人

13%
5人

23%
12人

21%
8人

19%
7人

30%
8人

11%
4人

19%
76人

25%
1人

20%
2人

50%
5人

50%
12人

78%
14人

71%
20人

53%
18人

71%
25人

82%
31人

56%
29人

77%
30人

51%
19人

59%
16人

53%
19人

61%
241人

10%
1人

4%
1人

1%
2人

50%
2人

60%
6人

30%
3人

21%
5人

11%
2人

14%
4人

12%
4人

17%
6人

5%
2人

21%
11人

3%
1人

30%
11人

11%
3人

36%
13人

19%
73人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代以上男性

80代以上女性

合計

問７ 現在の議員定数は22名です。議員数についてどう思いますか。（年代・男女別）

今のままでよい 多いと思う 少ないと思う わからない
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二戸市議会に関するアンケート調査 集計結果
１　調査の方法

（１）調査対象
　二戸市選挙管理委員会選挙人名簿から 1,000 名を無
作為抽出（個人情報保護のため送付名簿は発送後破棄）

（２）調査期間
　平成26年11月1日（土）～平成26年11月20日（木）

（３）調査方法
　ア　無記名調査
　イ　郵送により調査用紙発送
　ウ　同封の返信用封筒にて返信
２　回答の状況

（１）回答数　　396 人
（２）回答率　　39.6％

男性

171人
43%女性

225人
57%

あなたの性別を教えてください。

20代. 14人. 3%

30代
35人
9%

40代
46人
12%

50代
70人
18%60代

91人
23%

70代
79人
20%

80代以上

61人
15%

あなたの年代を教えてください。

良くやっている

37人 10%

まあまあ良く

やっている

99人 25%

あまり良くない

89人 23%良くない

29人 7%

わからない

136人 35%

議員の活動に対してのあなたの印象を

教えてください。
評価する

20人 5%

ある程度

評価する

153人 39%

あまり評価

しない

94人 24%評価しない

18人 4%

わからない

111人 28%

現在の二戸市議会を評価しますか。

知っている

83人 21%

知らない

309人 79%

「二戸市議会基本条例」ができたことを

知っていますか。
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一
般
公
募　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

大
道　

篤
史　

氏

拙
速
に
削
減
を
進
め
な
い
で
ほ
し
い

　

議
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
財

政
問
題
か
ら
考
え
る
の
で
は
な

く
、
様
々
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
市
民
の
声
を
最
大
限
に
吸

い
上
げ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え

な
が
ら
定
数
の
問
題
に
つ
い
て

語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
や
は

り
議
員
は
、
足
を
使
っ
て
地
域

を
見
て
声
を
吸
い
上
げ
る
こ
と

が
大
事
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

一
般
公
募　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

小
田
島　

正
幸　

氏

定
数
の
増
員
を
す
べ
き

　

市
民
の
切
実
な
要
望
で
あ
る

請
願
等
が
不
採
択
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
社
会
と

議
員
に
相
当
な
ず
れ
が
あ
る
よ

う
に
見
受
け
ま
す
。
市
民
の
意

思
が
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
か
、

議
員
数
を
さ
ら
に
増
加
し
て
大

い
に
論
戦
を
交
わ
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
市
民
は

議
員
の
皆
様
が
頼
り
な
の
で
す
。

二
戸
市
商
工
会　
　
　
　
　
　

専
務
理
事　

生
内　

雄
二　

氏

削
減
す
べ
き

　

人
口
は
確
実
に
減
っ
て
い
き

ま
す
。
小
さ
な
エ
リ
ア
で
少
な

い
人
数
に
支
え
ら
れ
る
議
員
が

全
体
の
中
で
の
発
言
力
を
強
く

持
つ
こ
と
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。

支
持
者
の
数
を
多
く
取
れ
る
仕

組
み
が
必
要
で
す
。
他
市
の
人

口
に
対
す
る
議
員
数
の
割
合
か

ら
考
え
て
も
議
員
は
削
減
さ
れ

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

カ
シ
オ
ペ
ア
青
年
会
議
所　
　

理
事
長　
　
　

田
家　

亘　

氏

削
減
す
べ
き

　

カ
シ
オ
ペ
ア
青
年
会
議
所
は
、

創
立
以
来
議
員
定
数
削
減
を
声

に
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
二
戸

市
は
他
市
と
比
べ
、
市
民
一
人

当
た
り
の
議
員
の
割
合
が
大
き

い
の
で
、
削
減
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
人
口
規
模
の
近
い
遠
野

市
で
は
20
名
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
よ
り
も
先
ん
じ
る
の
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

二
戸
市
女
性
教
育
連
絡
協
議
会

会
長　
　
　

荒
川　

愛
子　

氏

定
数
よ
り
仕
事
を
で
き
る
方
を

　

社
会
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
の
で
、
常
に
市
民
を
第

一
に
考
え
る
議
会
あ
っ
て
ほ
し

い
と
望
み
ま
す
。
ま
た
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希

望
が
持
て
る
支
援
や
、
若
者
や

働
く
お
母
さ
ん
に
耳
を
傾
け
る

議
会
で
あ
れ
ば
、
定
数
よ
り
仕

事
を
で
き
る
方
、
ま
じ
め
を
望

み
ま
す
。

岩
手
県
連
合
会
県
北
地
域
協
議
会

副
議
長　
　
　

加
藤　

聡　

氏

削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い

　

そ
の
考
え
に
至
る
に
は
３
点

の
考
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。
１
点

目
は
財
政
面
で
す
。
２
点
目
は

人
口
減
で
す
。
３
点
目
は
社
会

的
観
点
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
釜

石
市
、
大
船
渡
市
、
遠
野
市
、

滝
沢
市
な
ど
で
は
現
在
定
数
が

20
人
で
す
。
同
規
模
の
二
戸
市

で
の
22
名
は
若
干
多
い
の
で
は

と
考
え
ま
す
。

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
浄
法
寺
地
区　
　

代
表　
　
　
　

馬
場　

淳　

氏

議
員
定
数
は
現
状
維
持
で

　

今
後
の
地
域
社
会
を
考
え
た

と
き
、
地
域
の
課
題
は
ま
す
ま

す
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
代
弁
者
で
あ
る
議
員
の

定
数
が
減
る
と
、
市
民
の
声
が

反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
今
よ
り

も
っ
と
現
場
に
足
を
向
け
て
市

民
の
声
を
吸
い
上
げ
、
活
躍
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

浄
法
寺
地
区
地
域
審
議
会　
　

委
員　
　

佐
々
木　

千
穂　

氏

現
状
の
定
数
維
持
を
望
む

　

人
口
減
少
は
あ
っ
て
も
、
地

域
課
題
が
減
っ
て
い
る
の
か
、

課
題
を
持
つ
人
が
減
る
の
か
、

こ
の
地
域
が
何
を
目
指
し
て
ど

う
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ
れ
を

議
論
す
る
場
に
少
し
で
も
多
く

の
市
民
の
声
を
届
け
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
立
場
か
ら
現
状

の
定
数
で
議
会
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議員定数を考える会
　平成26年 12 月２日 （火）、 二戸市シビックセンターにおいて 「議員定数を考える会」 が開催され、 ８名の方か

らご提言をいただきました。 提言の要旨は下記のとおりです。

　なお、 提言者には、 県内各市の議員定数 （平成 26年 5月 15 日現在） を参考資料として事前に配布しました。
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討　論    賛成  と  反対

田
口
一
男 

議
員

　

改
選
期
の
た

び
に
定
数
減
が
論
じ
ら

れ
、
他
市
と
歩
調
を
取

る
、
市
民
感
情
を
削
減

理
由
に
挙
げ
て
い
る
が
、

削
減
で
報
酬
の
減
額
分

が
市
財
政
や
市
民
に
生

か
さ
れ
た
か
、
人
口
減

少
に
見
合
っ
た
議
員
減

だ
け
に
目
が
向
き
、
削

減
の
検
証
も
さ
れ
ず
議

員
自
ら
身
を
切
る
が
枕

詞
に
使
わ
れ
て
い
る
。

削
減
は
少
数
意
見
が
議

会
に
反
映
さ
れ
に
く
く
、

市
政
の
無
関
心
層
を
増

加
さ
せ
、
さ
ら
に
県
内

下
位
の
低
投
票
率
を
さ

ら
に
助
長
す
る
。
市
民

に
日
常
関
わ
っ
て
い
る

市
議
会
議
員
だ
か
ら
こ

そ
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
施
策
を
提
言
で
き

る
の
で
、
定
数
削
減
に

反
対
す
る
。

國
分
敏
彦 

議
員

　

私
は
、
議
員

定
数
削
減
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
で
討
論
す

る
。
１
つ
に
は
議
会
改

革
、
議
会
の
活
性
化
は

少
数
精
鋭
で
質
の
高
い

議
員
を
目
指
す
こ
と
は

基
本
的
な
考
え
で
、
将

来
を
担
う
議
員
に
つ
い

て
は
市
政
全
般
に
知
識

や
課
題
を
持
ち
政
策
本

位
の
議
員
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
議
会
に
お
い

て
明
確
な
理
念
と
政
策

の
実
現
、
次
に
地
域
代

表
で
は
な
く
、
二
戸
市

全
体
を
見
る
、
議
員
の

資
質
を
高
め
、
今
後
、

広
い
視
野
で
行
動
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
今

後
、
二
戸
地
域
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
こ

の
条
例
改
正
に
賛
成
を

す
る
。

反
対

賛
成

議
員
定
数
調
査
検
討
特
別
委
員
会

よ
り
調
査
検
討
結
果
を
報
告

　

１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
27
年

第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数

調
査
検
討
特
別
委
員
長
よ
り
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
報
告
で
は
、
委
員
会
の

検
討
経
過
や
「
議
員
定
数
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」、「
議
員
定
数
を
考
え

る
会
」
の
結
果
を
説
明
し
、
最
終
的
に

は
、
全
委
員
が
所
属
す
る
各
会
派
の
考

え
方
を
明
ら
か
に
し
、
議
長
を
除
く
全

議
員
の
定
数
に
関
す
る
考
え
方
を
集
約

し
た
「
定
数
18
」、「
定
数
20
」「
現
状

維
持
」の
３
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
議

員
定
数
」
と
い
う
議
会
の
基
本
的
ル
ー

ル
の
重
要
性
を
考
え
た
と
き
、
委
員
会

採
決
に
よ
る
決
定
は
な
じ
ま
な
い
と
の

判
断
に
よ
り
、
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意

見
を
も
っ
て
報
告
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
調
査
検
討
特
別
委
員
長
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
休
憩
の
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
中
の
協
議
に
よ

り
「
定
数
18
」
の
案
に
し
ぼ
り
、
条
例

改
正
案
が
議
員
発
議
に
よ
っ
て
提
出
さ

れ
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

畠
中
泰
子 

議
員

　

議
員
定
数
は

民
主
主
義
に
か
か
わ
る

重
要
問
題
で
あ
り
、
議

会
の
根
幹
に
触
れ
る
重

要
事
項
。
議
会
の
機
能

は
市
民
に
代
わ
っ
て
市

の
重
要
な
意
思
を
決
定

し
、
進
路
と
運
営
の
基

本
を
決
定
す
る
こ
と
、

市
民
の
意
向
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
そ
の
機
能
が
十

分
発
揮
で
き
る
議
員
定

数
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
日
の
地

方
行
財
政
運
営
は
複
雑
、

高
度
化
し
、
都
市
と
地

方
の
格
差
、
格
差
と
貧

困
の
拡
大
な
ど
課
題
は

多
様
化
、
増
大
し
て
お

り
、
一
層
の
議
員
活
動

の
活
性
化
と
議
会
の
権

能
の
積
極
的
行
使
の
た

め
に
努
力
を
す
べ
き
で

あ
り
、
議
員
定
数
の
大

幅
削
減
に
は
反
対
す
る
。

反
対

田
中
勝
二 

議
員

　

私
が
議
員
に

な
っ
て
４
回
目
の
議
員

定
数
削
減
で
あ
る
。

　

１
回
目
は
２
期
目
の

27
人
か
ら
20
人
に
削
減
、

そ
し
て
浄
法
寺
町
と
の

合
併
後
の
34
人
か
ら
24

人
と
な
り
、
次
の
改
選

時
に
は
22
人
に
削
減
し
、

さ
ら
に
今
回
は
18
人
に

削
減
す
る
提
案
で
あ
る
。

　

二
戸
市
議
会
と
す
れ

ば
よ
ほ
ど
の
人
口
減
の

な
い
限
り
、
こ
の
辺
が

ぎ
り
ぎ
り
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

ま
た
、
二
戸
市
と
同

じ
く
ら
い
の
人
口
規
模

で
あ
る
遠
野
市
が
、
定

数
を
18
人
と
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
我
々
も
議

会
改
革
の
一
環
と
し
て

議
員
定
数
を
18
人
と
す

る
こ
と
に
、
賛
成
と
し

た
い
。

賛
成
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22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 議
席

番
号

 

鈴
木 

忠
幸

 

及
川 

正
信

 

新
畑 

鉄
男

 

田
口 

一

 

岩
崎 

敬
郎

 

國
分 

敏
彦

 

大
沢 

孫
吉

 

田
中 
勝
二

 
畠
中 

泰
子

 

鷹
場 

美
千
雄

 

清
川 

明
彬

 

三
浦 

利
章

 

小
笠
原 

清
晃

 

西
野 

省
史

 

田
代 

博
之

 

菅
原 

恒
雄 

 

田
口 
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賛

否

鈴
木
忠
幸 

議
員

　

議
員
定
数
と

い
う
間
接
民
主
主
義
の

最
も
根
幹
に
関
わ
る
問

題
を
、
議
員
改
選
ま
で

６
か
月
し
か
な
い
時
に

決
め
る
こ
と
は
削
減
か

現
状
維
持
か
と
い
う
以

前
に
問
題
だ
と
思
う
。

　

削
減
の
理
由
と
し
て
、

「
人
口
減
少
」、「
他
市

の
動
向
」、「
少
数
精
鋭
」

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ

る
が
、
４
年
間
で
の
二

戸
市
の
人
口
減
少
は
約

６
０
０
人
で
僅
か
で
あ

る
。
ま
た
中
山
間
地
域

が
多
く
、
特
に
浄
法
寺

地
区
は
、
住
民
の
声
が

届
き
に
く
く
な
る
と
思

う
。
ま
た
、
定
数
削
減

イ
コ
ー
ル
少
数
精
鋭
と

い
う
保
障
も
ど
こ
に
も

な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
現
状
維
持
が
私

の
考
え
で
あ
る
。

に
の

へ
市

議
会

だ
よ

り
　

議
員

定
数

特
集

号
　

発
行

／
二

戸
市

議
会

    編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

　
 〒

028-6192　
岩

手
県

二
戸

市
福

岡
字

川
又

４
７

     Ｔ
Ｅ

Ｌ
0195（

23）
3111　

  Ｆ
Ａ

Ｘ
0195（

23）
1633

　　

今
回
の
特
別
号
は
、

市
民
の
皆
様
に
議
員
定

数
削
減
の
経
緯
を
出
来

る
だ
け
早
く
お
伝
え
し

た
い
と
い
う
思
い
で
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
紙

面
の
関
係
で
伝
え
き
れ

な
い
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
了
承
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
突
然
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
、

お
忙
し
い
中
「
議
員
定

数
を
考
え
る
会
」
に
ご

提
言
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
二
戸
市

議
会
に
対
し
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り

                 

編
集
委
員
長

編

集

後

記

市議会のホームページアドレス　 http://www.city.ninohe.lg.jp/forms/menutop/menutop.aspx?menu_id=21
市議会のメールアドレス 　　　   gikai@city.ninohe.iwate.jp　

にのへ市議会だより　議員定数特集号

賛
否
の
公
表

賛
成

反
対

※ 

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り

　

 

ま
せ
ん
。

※ 

議
は
議
長
、
○
は
賛
成
、

　
　

×
は
反
対
、
欠
は
欠
席

議
員
定
数
調
査
検
討
特
別
委
員
会
の

　
　
　
　

開
催
日
、
主
な
協
議
事
項
等

【
第
１
回
】　

平
成
26
年
６
月
24
日
（
火
）

　

正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

【
第
２
回
】　

平
成
26
年
８
月
７
日
（
木
）

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

【
第
３
回
】　

平
成
26
年
８
月
25
日
（
月
）

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
に
つ
い
て

【
第
４
回
】　

平
成
26
年
９
月
２
日
（
火
）

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
に
つ
い
て

【
第
５
回
】　

平
成
26
年
９
月
３
日
（
水
）

　

委
員
長
辞
任
、
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

【
第
６
回
】　

平
成
26
年
９
月
17
日
（
水
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
名
簿
の
作
成
に
つ
い
て

【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

　

平
成
26
年
11
月
１
日
（
土
）
～
20
日
（
木
）

【
第
７
回
】　

平
成
26
年
11
月
５
日
（
水
）

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

【
第
８
回
】　

平
成
26
年
11
月
25
日
（
火
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
に
つ
い
て

【
議
員
定
数
を
考
え
る
会
】　

　

平
成
26
年
12
月
２
日
（
火
）

【
第
９
回
】　

平
成
26
年
12
月
９
日
（
火
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
提
言
の
結
果
に
つ
い
て

【
第
10
回
】　

平
成
26
年
12
月
16
日
（
火
）

　

設
置
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

【
第
11
回
】　

平
成
26
年
12
月
18
日
（
木
）

　

各
会
派
の
意
見
の
ま
と
め
に
つ
い
て

【
第
12
回
】　

平
成
26
年
12
月
24
日
（
水
）

　

委
員
会
の
意
見
と
報
告
書
に
つ
い
て

及
川
正
信 

議
員

　

議
会
の
定
数

を
考
え
る
場
合
、
機
能

が
果
た
さ
れ
る
か
ど
う

か
の
観
点
が
極
め
て
大

事
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
市
民
の
要

望
を
的
確
に
捉
え
、
議

会
で
そ
れ
を
実
現
の
方

向
で
議
論
す
る
こ
と
、

更
に
は
常
任
委
員
会
が

詳
細
に
審
議
で
き
る
態

勢
に
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

18
名
定
数
に
削
減
し

て
も
本
会
議
は
勿
論
、

６
名
ず
つ
の
常
任
委
員

会
も
審
議
に
全
く
支
障

が
な
い
。
む
し
ろ
議
員

が
資
質
向
上
に
励
む
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
市

民
協
働
な
ど
を
い
た
だ

く
た
め
に
は
議
会
も
一

定
の
痛
み
を
こ
ら
え
る

こ
と
が
道
理
で
あ
る
と

考
え
、
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
。


